議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年6月13日(木)　午後4時30分～午後5時15分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武
委員外議員　川本勝幸

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　議題
川本勝幸議員の学歴詐称問題に係る今後の対応について
（委員長）・　川本議員の学歴に関する件で、今後、議会運営委員会がどのように対応するのか意見を聞きたい。
（委　員）・　全員協議会で説明を受けることを求めたい。
　　　　 ・　まずは、事実確認と本人の真意を確認することから始まる。
　　　　 ・　現時点での事実は、手紙を受け取ったことだけで、それ以外は分からない。議会運営委員会で本人から説明を受け、それから対応を決めたい。
　　　　 ・　川本議員がいるので、説明を聞きたい。
（委員長）・　本人の説明を求めてもいいですか。＜異議無し＞
　　　　 ・　委員から事実確認を求めたいという意見が出ているので、送付された文書と事実か否かの説明を求める。
（川本議員）・　１年ほど前に、今回文書を議員に送付した人から学歴詐称ではないか、事実であるなら辞職願を出すように言われ、書いたものである。提出の日にちがないのは、直ちに辞職ということではなく、議員としての行動を見たうえで対応するためだった。
　　　　　　 学歴の件は、３回目の選挙の際に作成したリーフレットに大学卒業と掲載し、地元へ配布した。
　　　　　　 今年５月の建設環境委員長就任後、今回文書を送付した人から呼ばれた。私としては、市のために続けたいという気持ちはあるが、市議会に迷惑をかけるので建設環境委員長を降りたいと思っている。
（委　員）・　学歴は個人情報であり、他人が簡単に確認できるものではない。卒業ではなく中退ということをどう知り得たか。
（川本議員）・　わからない。
（委　員）・　１回目、２回目の選挙の際には、大卒と掲載していないのは事実か。３回目の選挙のときだけ掲載したのはなぜか。
（川本議員）・　１回目、２回目の選挙の時には掲載していない。３回目の選挙では、後援会がリーフレットを作った。修正すればよかったが、そのまま配布したのは事実であり、自分の責任である。
（委　員）・　議長はこの事実をいつから知っていたのか。
（議　長）・　以前から知っていたが、本人の問題である。
（委　員）・　学歴詐称に関しては、各地の例を見ても責任を重く受け止めている。選挙で選ばれた者としては、責任は自ら取るべきである。建設環境委員長を辞任することで、責任が果たせるのか。しばらく様子を見てという問題ではない。
　　　　 ・　リーフレットを作った方たちは、きちんと卒業していないことを知っていたのか。
（川本議員）・　大学へ行っているので卒業しているだろうと考え、作ったと思う。最終的なチェックは自分なので、私の責任である。
（委　員）・　中退後就職をされたと思うが、愛大卒としていないか。辞職願は、辞職するつもりで書いたのか。
（川本議員）・　していない。責任は自覚していたし、いずれはそうしなくてはいけないと思っていた。猶予をいただければ、その間は精一杯務める覚悟でやってきた。
（委　員）・　辞職願の文面は、自分で書いたのか。
（川本議員）・　文書は自分で作成し、自署した。
（委　員）・　辞職願を書いたということは、辞職の意思があったと思う。辞職はいつのつもりだったのか。
　　　　 ・　辞職願は、議長ならまだしも、他の人に預けるものではない。
（川本議員）・　直ちに辞職することを求められたわけではなかった。書いた時点では、辞職の時期までは考えていなかった。
（委　員）・　議員は公人である。辞職願は要求されて書けるものではない。選挙の時に候補者として、リーフレットに間違いがあれば、正しいものに作り直すのは当然のこと。候補者の意識が問われる。
　　　　 ・　今はっきりしていているのは、本人が学歴詐称であると認めていること。この件で争っているなら判断を待つことになるが、そうではないので、委員長辞任以外にどうするかは、本人が表明するしかない。この場でできることは、事実の確認と本人の意思を表明してもらい、進退は本人の判断しかない。次に議会としてできるのは、全員協議会で話し合うことである。
（議　長）・　今の意見のとおり、現時点では本人が決めるしかないと思う。議会内役職を降りるのは、言うまでもない。
（委　員）・　本人が事実を認めたうえで、議員として任期を全うすることもできる。しかし、それに対しては議員や市民から問われることになるが、それを承知で続けるのならどうにもならない。
　　　　
　　　　 ・　この件について、議会が何もしなければ、市民は議会に対して何をしていたのかと不審を抱くことは間違いない。しかし、議員辞職を求めても強制力はないので、本人が判断する以外にない。
　　　　 ・　今後、この件はそれぞれの議員に市民から聞かれるようになると思うので、全員協議会で話し合うべきである。
（委員長）・　質問、意見等がいろいろと出たが、他に質問はあるか。
　　　　　　 川本議員お疲れ様でした。
　　　　　　 議会運営委員会として事実確認をし、今後は全員協議会で協議することでよろしいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　それでは、議長に全員協議会の招集をお願いする。
（議　長）・　全員協議会については、別途連絡する。
（委員長）・　これをもって、議会運営委員会を終了する。
以上
